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理科指導計画　第５学年

１　植物の発芽と成長：１０時間＋まとめ１時間＋ゆとり１時間
単元の目標

　植物の発芽や成長とそれに関わる条件に興味を持ち、見出した問題を計画的に追究する活動を通して、植物の発芽のしくみや成長のしかたを理解するとともに、生命を尊重する態度を養い、生命の連続性についての見方や考え方をもつようにする。
	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	単元導入
植物の発芽　

（１時間）
	関　植物の発芽や成長のようすに興味をもち，それらの変化に関わる条件を調べようとする。（発言・記録分析）
	これまでの経験などをもとに，種子の発芽に必要な条件を予想し，方法や理由を考えて進んで調べようとしている。
	これまでの経験などをもとに，種子の発芽に必要な条件を予想し，調べようとしている。
	植物に水やりをした経験を思い出させたり，春になるとどうして植物が芽吹くのかを考えさせたりしながら，話し合いをさせる。

	
	第１次
種子が発芽する条件　

（３時間）
	技　植物の発芽の条件を統一しながら実験し，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	発芽にかかわる条件を統一しながら詳しく計画的に実験し，実験の方法や結果などを，実験条件に着目しながらわかりやすく記録している。
	発芽にかかわる条件を統一しながら計画的に実験し，実験の方法や結果などを記録している。
	実験したい条件（変える条件）は何なのかを，常に意識させる。

	
	
	思　植物の発芽にかかわる条件を見いだすことができる。（発言・記録分析）
	これまでの経験から発芽に必要な条件を予想して実験し，その条件に対応した自分や友だちの実験の結果から，発芽には水や空気，適当な温度が必要であると考えている。
	発芽に必要な条件を予想して実験し，その条件に対応した実験の結果から，発芽には水や空気，適当な温度が必要であると考えている。
	「実験したい条件（変える条件）は一つだけ」を合言葉にし，変える条件と変えてはいけない条件を整理して考えさせる。

	
	第２次

種子の発芽と養分　（３時間）
	技　ヨウ素液を使うなどして，種子のつくりや種子に含まれている養分を調べ，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	ヨウ素液を正しく使うなどして，種子のつくりや種子に含まれている養分がでんぷんであることを調べ，種子の養分が含まれているところなどを正しく記録している。
	ヨウ素液を正しく使うなどして，種子のつくりや種子に含まれている養分がでんぷんであることを調べ，記録している。
	教科書の『でんぷんの調べ方』を示しながら，具体的に指導して，種子のつくりや養分を調べさせる。

	
	
	知　植物の発芽には，水，空気，温度が関係していることや，種子の中の養分をもとにして発芽することがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	植物の発芽には，水や空気，適当な温度が必要であることや，種子の中の養分をもとにして発芽することを理解し，春になると草むらなどの植物が発芽することなどと結びつけて説明できる。
	植物の発芽には，水や空気，適当な温度が必要であることや，種子の中の養分をもとにして発芽することを理解している。
	これまでの記録をふり返らせながら，植物が発芽する条件を整理したり，肥料をやらなくても植物が発芽する理由を考えさせたりする。

	
	
	関　今後の実験に備え，カボチャの種子をまき，育てていこうとする。（行動観察・記録分析）
	花のつくりや実のでき方を調べるときに使うカボチャの種子をまき，発芽条件や成長条件に気をつけながら，進んで世話をしようとしている。
	花のつくりや実のでき方を調べるときに使うカボチャの種子をまき，世話をしようとしている。
	植物が成長していくと，花が咲き，実がなることを想起させたり，教科書のいろいろな模様の実を見せたりしながら，カボチャの栽培についての興味づけをする。

	
	第３次

植物が生長する条件　

（３時間）
	技　植物の成長の条件を統一しながら実験し，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	成長にかかわる条件を統一しながら詳しく計画的に実験し，実験の方法や結果などを，実験条件に着目しながらわかりやすく記録している。
	成長にかかわる条件を統一しながら計画的に実験し，実験の方法や結果などを記録している。
	実験したい条件（変える条件）は何なのかを，常に意識させる。

	
	
	思　植物の成長にかかわる条件を見いだすことができる。（発言・記録分析）
	これまでの経験から成長に必要な条件を予想して実験し，その条件に対応した自分や友だちの実験の結果から，植物の成長には水のほかに日光や肥料が必要であると考えている。


	成長に必要な条件を予想して実験し，その条件に対応した実験の結果から，植物の成長には水のほかに日光や肥料が必要であると考えている。
	「実験したい条件（変える条件）は一つだけ」を合言葉にし，変える条件と変えてはいけない条件を整理して考えさせる。

	
	
	知　植物の成長には，日光や肥料などが関係していることがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	植物の成長には，水のほかに日光や肥料が必要であることを理解し，カボチャなどをよりよく育てるにはどうすればよいか説明できる。
	植物の成長には，水のほかに日光や肥料が必要であることを理解している。
	これまでの記録をふり返らせながら，植物が成長する条件を整理させる。


２　動物のたんじょう（メダカのたんじょう）：８時間＋ゆとり１時間
単元の目標

メダカを育て，雌雄の体の違いや受精卵のようすを観察し，発生の条件や誕生する過程を計画的に追究することができるようにする。また，生命は連続しているという見方・考え方をもつようにするとともに，生命を尊重する態度を育てる。

	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	課題選択

動物のたんじょう（１時間）
	関　動物の発生や成長の学習について，メダカの卵の変化か，ヒトの母体内での成長かを選んで学習しようとする。（行動観察・発言）
	動物の発生や成長に興味をもち，メダカの卵の変化を選択して，調べたい内容や調べ方などを考えている。
	動物の発生や成長に興味をもち，メダカの卵の変化を選択して，調べようとしている。
	教科書や友達の発言の記録を参考にさせ，自分の疑問や不思議に思うことをもとに，メダカの卵の変化かヒトの母体内での成長のいずれかを選択できるようにする。

	
	第１次
	関　メダカを飼育して，雌雄の体の特徴や卵のようすを調べようとする。（行動観察）
	メダカを飼育する準備を進んで行って，メダカの雌雄の特徴や産卵，受精卵の成長を意欲的に観察しようとしている。
	メダカを飼育する準備を行って，メダカの雌雄の特徴や産卵，受精卵の成長を観察しようとしている。
	メダカの飼育容器を見せたり，メダカの実物を見せたりしながら，飼育・観察への意欲をもたせる。

	
	メダカのたんじょう　

（５時間）
	技　メダカを飼育して，雌雄の体の特徴などを観察し，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	メダカを飼育して，雌雄の体の特徴や行動，産まれた卵のようすなどを詳しく観察し，わかりやすく記録している。
	メダカを飼育して，雌雄の体の特徴や行動，産まれた卵のようすなどを観察し，記録している。
	雌雄の区別が明らかにさせるなど記録の要点を助言したり，水草をよく見て卵を産みつけられていないか調べさせたりする。

	
	
	思　メダカの発生や成長をとらえることができる。（行動観察・記録分析）
	メダカのめすが産んだ卵（らん）とおすが出した精子が受精してできた受精卵が，日がたつにつれて体の形ができるなど変化して，やがて子メダカが誕生すると考えている。
	メダカのめすが産んだ卵（らん）とおすが出した精子が受精してできた受精卵が，日がたつにつれて変化して，やがて子メダカが誕生すると考えている。
	雌雄を一緒に飼育する必要性や，卵がメダカらしくなっていくようすに気づかせる。

	
	
	技　解剖顕微鏡を使うなどして，メダカの受精卵の変化のようすを観察し，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	解剖顕微鏡を正しく使うなどして，メダカの受精卵の変化のようすを詳しく観察し，わかりやすく記録している。
	解剖顕微鏡を正しく使うなどして，メダカの受精卵の変化のようすを観察し，記録している。
	解剖顕微鏡の操作方法をもう一度確かめてから，特徴をとらえて記録することができるようにする。

	
	
	知　メダカには雌雄があり，産まれた卵は日がたつにつれて中のようすが変化してかえり，しばらくは腹の養分を使って育つことがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	メダカには雌雄があり，メダカの受精卵は卵の中の養分を使って日がたつにつれて体の形ができるなど変化し，やがて子メダカが誕生し，しばらくは腹の養分を使って育ち，自然のメダカは水中の小さな生物を食べていることを理解している。
	メダカには雌雄があり，メダカの受精卵は卵の中の養分を使って日がたつにつれてようすが変化し，やがて子メダカが誕生し，しばらくは腹の養分を使って育つことを理解している。
	ビデオなど実感しやすい情報を提示したり，受精卵の育ちを順にたどらせたりする。また，子メダカの腹の膨らみに注目させて，親メダカと比較して養分が入っていることを理解できるようにする。

	
	第２次
学習の交流をしよう（２時間）
	関　メダカの飼育や観察を通して，生命を尊重する態度が育っている。（行動観察・記録分析）
	誕生したメダカが親になって卵を産み，生命が受け継がれていくのを観察したことから，生命の大切さを実感し，いろいろな生物の生命を大切にしていこうとしている。
	誕生したメダカが親になって卵を産み，生命が受け継がれていくのを観察したことから，生命の大切さを感じ取っている。
	観察記録を見直したり，友達の意見や発表を聞いたりして，生命の連続性をとらえることができるようにする。

	
	
	技　観察記録をまとめて，メダカの誕生について発表することができる。（行動観察・発言・記録分析）
	メダカの誕生についてわかったことを，要点をまとめて，わかりやすく発表している。
	メダカの誕生についてわかったことをまとめて，発表している。
	観察記録を見直したり，友だちの意見を聞いたりして，メダカの誕生でポイントとなる部分を抜き出してまとめて発表できるようにする。


２　動物のたんじょう（ヒトのたんじょう）：８時間＋ゆとり１時間
単元の目標

いろいろな資料を活用して、ヒトの受精卵のようすや母体内で成長して生まれることをとらえることができるようにする。また、生命は連続しているという見方・考え方をもつようにするとともに、生命を尊重する態度を育てる。
	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	課題選択

動物のたんじょう（１時間）
	関　動物の発生や成長の学習について，メダカの卵の変化か，ヒトの母体内での成長かを選んで学習しようとする。（行動観察・発言）
	動物の発生や成長に興味をもち，ヒトの母体内での成長を選択して，調べたい内容や調べ方などを考えている。
	動物の発生や成長に興味をもち，ヒトの母体内での成長を選択して，調べようとしている。
	教科書や友達の発言の記録を参考にさせ，自分の疑問や不思議に思うことをもとに，メダカの卵の変化かヒトの母体内での成長のいずれかを選択できるようにする。

	
	第１次
	関　資料などを活用して，ヒトの母体内での成長のようすを調べようとする。（行動観察）
	ヒトの誕生や母体内での成長についていろいろなことを調べようとして進んで話し合い，調べる方法を意欲的に探している。
	ヒトの誕生や母体内での成長について話し合い，調べる方法を探している。
	受精卵や母体内での胎児の様子がわかる資料を提示したり，見つけたりできるようにして，調べ学習への意欲をもてるようにする。

	
	ヒトのたんじょう　（５時間）
	技　ヒトの発生や誕生に関する資料や情報を集めることができる。（行動観察・記録分析）
	図鑑やコンピュータ，取材などいろいろな手段を用いて，母親の体内での受精卵の育ちや赤ちゃんが生まれるまでの情報を取捨選択しながら集めている。
	図鑑やコンピュータ，取材などを通して，母親の体内での受精卵の育ちや赤ちゃんが生まれるまでの情報を集めている。
	調べたいことや予想を聞き取り，図書室の図鑑や養護教諭への取材など，調べる方法を伝えて見通しをもたせる。

	
	
	思　ヒトの発生や成長をとらえることができる。（行動観察・記録分析）
	女性の体内でつくられた卵（らん）が，男性の体内でつくられた精子と受精してできた受精卵が母親の体内でへその緒を通して養分を取り入れながら成長していき，やがて子どもが誕生すると考えている。
	女性の体内でつくられた卵（らん）が，男性の体内でつくられた精子と受精してできた受精卵が母親の体内で成長していき，やがて子どもが誕生すると考えている。
	教科書などの資料でヒトの受精卵や母体内での成長のようすを記録し，日を追うごとに成長していくことをとらえられるようにする。

	
	
	技　資料などを活用して，ヒトが母体内で成長していくようすを調べ，まとめることができる。（行動観察・記録分析）

	集めた資料などを使って，ヒトが母体内で成長していくようすを詳しく調べ，わかりやすくまとめている。

	集めた資料などを使って，ヒトが母体内で成長していくようすを調べ，まとめている。

	資料が難しすぎる場合は，母体内での成長のようすをていねいに解説したり，養護教諭の助言を役立てたりするなどして，理解をしてからまとめることができるようにする。


	
	
	知　ヒトは，へその緒から養分を取り入れ，母体内で成長して生まれることがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	ヒトの受精卵は，母親の体内で羊水に守られ，胎盤につながったへその緒を通して養分を取り入れ，不要なものを返しながら成長していき，約３８週で産まれるということを理解し，ほかの動物の誕生も同様に理解している。
	ヒトの受精卵は，母親の体内でへその緒を通して養分を取り入れて成長していき，約３８週で産まれるということを理解している。
	ビデオなど実感しやすい情報を提示したり，受精卵の育ちを順にたどらせたりする。また，「へそのおとたいばん」の読物を使って，養分の取り入れ方や誕生までの変化を理解できるようにする。

	
	第２次
学習の交流をしよう（２時間）
	関　ヒトの誕生を調べたことを通して，生命を尊重する態度が育っている。（行動観察・記録分析）
	ヒトの生命は親から子へと受けつがれていくと学習したことから，生命の大切さを実感し，いろいろな生物の生命を大切にしていこうとしている。
	ヒトの生命は親から子へと受け継がれていくと学習したことから，生命の大切さを感じ取っている。
	集めた資料を見直したり，友達の意見や発表を聞いたりして，生命の連続性をとらえることができるようにする。

	
	
	技　記録をまとめて，ヒトの誕生について発表することができる。（行動観察・発言・記録分析）
	ヒトの受精から誕生までの記録の要点をまとめて，わかりやすく発表している。
	ヒトの受精から誕生までの記録をまとめて，発表している。
	集めた資料を見直したり，友だちの意見を聞いたりして，ヒトの誕生でポイントとなる部分を抜き出してまとめて発表できるようにする。


◆　台風と気象情報：２時間＋ゆとり１時間
単元の目標

日本の夏から秋にかけて、南の海上から北上してくる台風の動きや進路について、気象情報を活用してその特徴をとらえてまとめてみるとともに、台風のもたらす大雨や風による災害などを新聞や聞き取りなどによって調べる活動を通して、台風の特徴やそれに伴う災害についての見方や考え方をもつようにする。
	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	第１次

台風と気象情報

（２時間）
	関　台風の動きと天気の変化に興味をもち，気象情報を収集して天気を予想したり日常生活で活用したりしようとする。（行動観察・記録分析）
	台風の動きと天気の変化に興味をもち，いろいろな気象情報を収集して，進んで台風の進路や変化を予想したり，日常生活で情報を活用したりしようとしている。
	台風の動きと天気の変化に興味をもち，気象情報を収集して，台風の進路や変化を予想したり，日常生活で情報を活用したりしようとしている。
	新聞などの気象情報を見せ，日本の上を雲が動いていることに興味をもたせて，台風の進路や天気の変化のようすを調べていくようにする。

	
	
	技　テレビや新聞，インターネットなどを活用して情報を収集し，まとめることができる。（行動観察・記録分析）
	テレビや新聞，インターネットの気象情報などを活用して，台風の進路や天気の変化の情報など必要な情報を収集し，わかりやすくまとめている。
	テレビや新聞，インターネットの気象情報などを活用して，台風の進路や天気の変化の情報を収集し，まとめている。
	新聞やインターネットなどの気象情報から，台風の進路や天気の変化のようすの情報を選んで収集したり，それを整理したりできるように支援する。

	
	
	思　気象情報を活用して，台風のときの天気の変化を予想することができる。（発言・記録分析）
	気象情報をまとめて，過去の台風のようすと比べて，台風の進路や天気の変化，それらと災害との関係などを考えている。
	気象情報をまとめて，台風の進路や天気の変化，どのような災害が起こりうるかを考えている。
	気象情報をどのように見るかを指導して，台風の進路や天気の変化などを考えることができるようにする。

	
	
	知　台風のときの天気の変化や台風と降雨などとの関係がわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	台風の動きや天気の変化は，気象情報を用いて知ることができることや，台風が近づいたところでは強い雨や風に見舞われ，災害が起こることがあるので，備えが必要であるということを理解している。
	台風の動きや天気の変化は，気象情報を用いて知ることができることや，台風が近づいたところでは強い雨や風に見舞われ，災害が起こることがあるということを理解している。
	台風や天気の変化を調べるときに，何を調べるとどのような情報が得られるのかを理解できるようにする。台風が来るとどうなるかは，生活経験からも考えることができるようにする。


３　花から実へ：７時間＋まとめ１時間＋ゆとり１時間
単元の目標

植物の花のつくりや実のでき方に興味をもち，見いだした問題を計画的に追究する活動を通して，花の役割や受粉と結実との関係を理解するとともに，生命を尊重する態度を養い，生命の連続性についての見方や考え方をもつようにする。

	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	単元導入
花から実へ
（１時間）
	関　植物の花のつくりに興味をもち，観察しようとする。（行動観察・記録分析）
	カボチャの花のつくりに興味をもち，２種類の花で，子房の膨らみや花の中のつくりの違いなどを比較しながら，詳しく観察しようとしている。
	カボチャの花のつくりに興味をもち，２種類の花の違いを観察しようとしている。
	本物のカボチャの実や写真を準備し，子房と実の共通点に着目させるなどして，花の観察に興味をもたせる。

	
	第１次
	思　植物の花のつくりをとらえることができる。（発言・記録分析）
	カボチャの花には花びらやがくがあり，実になる部分があるめばなにはめしべが，おばなにおしべがあるが，１つの花にめしべとおしべがそろった花もあると考えている。


	カボチャの花には花びらやがくがあり，実になる部分があるめばなにはめしべが，おばなにおしべがあると考えている。
	まず，めばなの子房の膨らみに着目させ，次に，子房がある花とない花の違いに着目させながら観察させる。

	
	花のつくり（３時間）
	技　顕微鏡を使うなどして，花のつくりや花粉などを観察し，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	顕微鏡を正しく使うなどして，カボチャの花のつくりや花粉などを詳しく観察し，めしべとおしべの違いや花粉の形などの要点をおさえて記録している。


	顕微鏡を正しく使うなどして，カボチャの花のつくりや花粉などを観察し，記録している。
	顕微鏡などの使い方を指導するとともに，対象物の形・色・差異点などに着目させながら観察・記録させる。

	
	第２次
	思　植物の受粉と結実の関係に着目し，花粉のはたらきと実のでき方を関係づけて考えることができる。（行動観察・記録分析）
	受粉をするかしないかで実のでき方に違いがあると予想して実験した自分や友だちの結果から，受粉しためばなは結実し，自然の植物は虫や風などによって受粉をすると考えている。


	受粉をするかしないかで実のでき方に違いがあると予想して実験した結果から，受粉しためばなは結実すると考えている。
	この実験で「変える条件は受粉のあり・なし」であることを常に確認しながら，計画・実験・考察させる。

	
	花粉のはたらき

（３時間）
	技　受粉と結実との関係を条件に気をつけながら実験し，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	人工受粉を正しく行って，受粉させない花と比較しながら計画的に詳しく実験し，実験の方法や結果などを，条件に着目しながらわかりやすく記録している。
	人工受粉を正しく行って，受粉させない花と比較しながら計画的に実験し，実験の方法や結果などを記録している。
	変える条件を確認させながら，実験・記録させる。

	
	
	関　植物の成長などを調べたことを通して，生命を尊重する態度が育っている。（行動観察・記録分析）
	カボチャの観察など生命の連続性を学習してきたことを通して，生命の大切さを学び，身の回りの生物を守ったり，世話をしたりするために考え，行動しようといる。


	カボチャの観察など生命の連続性を学習してきたことを通して，生命の大切さを学び，身の回りの生物を守ったり，世話をしたりしようとしている。
	すべての生物は生命を受けついでいくためにくふうをしていることに気づかせる。

	
	
	知　花にはめしべやおしべなどがあり，花粉がめしべの先につくとめしべのもとが実になり，実の中に種子ができることがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	花にはめしべやおしべなどがあり，虫や風などによって花粉がめしべの先につく（受粉する）とめしべのもとが実になり，実の中に種子ができ，その種子がまた発芽して生命が受けつがれていくと理解している。


	花にはめしべやおしべなどがあり，虫や風などによって花粉がめしべの先につく（受粉する）とめしべのもとが実になり，実の中に種子ができると理解している。
	記録カードなどをもとに，これまでの学習をふり返りながら理解させる。


４　わたしたちの気象台：８時間＋まとめ１時間＋ゆとり１時間
単元の目標

晴れや曇り、雨の日に、１日の気温の変化を調べ、天気によって１日の気温の変化の仕方に違いがあることをとらえることができるようにする。また、天気は気象情報などを使って予想することができるという見方や考え方をもつようにする。

	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	単元導入

わたしたちの気象台
（１時間）
	関　１日の天気のようすや気温について調べようとする。（行動観察）
	生活経験などから考えて，晴れの日や雨の日など，天気によるあたたかさの違いや１日の気温の変化について進んで調べようとしている。
	晴れの日や雨の日など，天気によるあたたかさの違いや１日の気温の変化について調べようとしている。
	天気が生活に与える影響やあたたかさによる生物のくらしの違いなどを，生活経験やこれまでの学習経験を思い出し，天気の学習に結びつけるようにする。

	
	第１次
	思　１日の気温の変化のしかたは，天気によって違いがあると考えることができる。（発言・記録分析）
	晴れの日は，日光があたためるので気温の変化が大きく，昼過ぎの気温が高いが，曇りや雨の日は，雲が日光をさえぎるので，気温があまり変化せず，晴れの日より気温が低いと考えている。
	日なたと日かげの地面のようすを比較して，日なたと日かげでは明るさやあたたかさ，湿り気などが違っていると考えている。
	自分や友だちが記録した日なたと日かげの地面のようすを比較して，共通点や差異点に気づかせる。

	
	天気による１日の気温の変化
（３時間）
	技　温度計を使うなどして，天気や１日の気温の変化のしかたを調べ，測定した気温などを記録し，まとめることができる。（行動観察・記録分析）
	温度計を使うなどして，１日の天気と気温の変化のしかたなどを詳しく調べ，測定した天気や気温などを記録し，天気と気温の変化を関係づけてわかりやすくまとめている。
	温度計を安全に正しく使って，朝と昼頃の日なたと日かげの地面の温度を測り，記録している。
	温度計の使い方や地面の温度の測り方，記録のしかたを，もう一度説明する。

	
	
	知　天気によって，１日の気温の変化のしかたに違いがあることがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	天気によって，１日の気温の変化のしかたに違いがあると理解し，太陽の熱や雲との関係で説明できる。
	日光によって地面があたためられ，日なたと日かげの地面のあたたかさや湿り気には違いがあると理解している。
	自分や友だちの記録を見直し，日なたと日かげの地面のあたたかさや湿り気を比べさせる。

	
	第２次
	関　天気に関する情報を集めて，自分の地域の天気の変化を調べようとする。（行動観察）
	新聞やインターネットなどの天気に関するいろいろな情報を集めて，自分の地域の天気の変化を意欲的に調べようとしている。
	日光を人の顔に当てないようにして，鏡で日光を集めてものに当てて，ものの明るさやあたたかさを調べ，記録している。
	友だちと協力して，１枚の鏡で反射させた日光と，鏡の枚数を増やして重ね合わせた日光の明るさやあたたかさを比べて記録させる。

	
	このごろの天気の変化

（３時間
	技　気象情報を活用して，天気の変化のようすを調べ，まとめることができる。（行動観察・記録分析）
	気象情報を活用して，天気の状況や変化，雲のようすを計画的に調べ，それらを総合してわかりやすくまとめている。
	鏡で日光を反射させて重ねた結果から，日光を集めるとものはより明るく・あたたかくなると考えている。
	教科書の方法を参考にして，自分がいちばん納得できる方法を選んで，確かめてみるように支援する。

	
	
	知　天気は，およそ西から東へ変化していくことがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	雲はおよそ西から東へ動きので，天気もおよそ西から東へ変化していくという規則性があるということを理解し，雲と天気との関係を説明できる。
	鏡や虫眼鏡を使って，ものに日光を当てたときの明るさやあたたかさの変化を調べようとしている。
	多数の鏡で日光を反射させて重ねたり，虫眼鏡で日光を集めたりする演示を行い，光の性質に興味をもたせる。

	
	第３次

明日の天気を予想しよう

（１時間）


	思　天気の変化のしかたには規則性があるので，気象情報や地域の言い伝えをもとに予想することができる。（行動観察・記録分析）
	天気の変化のしかたの規則性や天気に関する言い伝えをもとに，明日以降の天気の移り変わりや雲の移動，天気予報の根拠などを考えている。
	天気の変化のしかたの規則性や天気に関する言い伝えをもとに，明日の天気を考えている。
	西の天気が東に移動している図や写真などをもとに，地図を見ながら自分の地域がどこで，雲がどのように通過するかで，天気を予想できるようにする。

	
	
	技　天気の変化を予想するための情報を集めたり，天気と日常生活との関わりを調べたりすることができる。（行動観察・記録分析）
	明日の天気を予想するために気象情報を計画的に集めたり，天気に関する言い伝えや天気と日常生活とのかかわりについて多方面から調べたりしている。
	明日の天気を予想するために気象情報を集めたり，天気に関する言い伝えや天気と日常生活とのかかわりについて調べたりしている。
	自分たちの地域の天気を予想するには西側の天気を知る必要があることなどから，何を調べればよいかはっきりさせる。


５　てんびんとてこ：７時間＋まとめ１時間＋ゆとり１時間
単元の目標

　てんびん作りやてこのはたらきを利用した道具を使った活動を通して，支点から等距離に同じ重さのものをつるすとつり合うことてんびんのつりあいや，支点の左右のうでを傾けるはたらきはうでにつるすおもりの重さと支点からの距離に関係するなどてこのきまりを計画的に追究する能力を育てるとともに，日常生活の中で使われているてこのきまりを利用した道具を見直す態度を育てる。

	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	単元導入
	関　てんびんに興味をもち，てんびんを作って重さ比べをしようとしている。（行動観察）
	てんびんに興味をもち，いろいろなてんびんについて調べようとしたり，身近なものを準備してくふうしててんびんを作ろうとしたりしている。
	てんびんに興味をもち，身近なものを準備しててんびんを作ろうとしている。
	てんびんを実際に見せたり，作ってからどんなことをしたいかイメージをもたせて，てんびん作りに興味をもたせる。

	
	てんびんとてこ

（２時間）
	技　てんびんを作って，てんびんのしくみを調べることができる。（行動観察）
	材料を準備しててんびんをくふうして作って，てんびんのしくみを詳しく調べたり，いろいろなものの重さ比べをしたりしている。
	材料を準備しててんびんを作って，てんびんのしくみを調べたり，重さ比べをしたりしている。
	準備物を確認させてから組み立てる順序を説明し，均一の棒の中心を支点にすること，カップと糸のバランスよくつなぐこと，支点から等距離にカップをつなぐことなど，ポイントを説明する。

	
	第１次
	技　上皿てんびんを使って，ものの重さをはかったり，決まった量をはかり取ったりすることができる。（行動観察）
	上皿てんびんを正しく使って，素早くものの重さをはかったり，粉末などをはかり取ったりしている。
	上皿てんびんを正しく使って，ものの重さをはかったり，粉末などをはかり取ったりしている。
	てんびんの操作方法をもう一度確認して，教科書の「練習しよう」の要領で練習し，友だちと問題を出し合って操作に慣れさせる。

	
	てんびんのつり合い

（２時間）
	知　てんびんの左右のうでにものをつるして水平になったとき，ものの重さは等しいことがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	棒の左右に，支点から等距離にものをつるして水平になったとき，てんびんはつり合っていて，形や材質などに関係なくつるしたものの重さは等しいということを理解している。


	棒の左右に，支点から等距離にものをつるして水平になったとき，てんびんはつり合っていて，つるしたものの重さは等しいということを理解している。
	自作てんびんの左右のカップに置くものは，重さが等しい粘土玉と違う粘土玉を準備し，てんびんの棒が水平のとき，つるしたものの重さが等しいことをわかりやすく見せる。

	
	
	思　てんびんがつり合うときのきまりを，おもりの重さや支点からの距離と関係づけて考えることができる。（行動観察・記録分析）
	てんびんの左右にのせたものの形や材質などに関係なく同じ重さのときにつり合うことから，てんびんに重さが違うおもりをつるしたとき，支点からの距離を動かせばつり合う位置があると考えている。
	てんびんの左右にのせたものが同じ重さのときにつり合うことや，てんびんに重さが違うおもりをつるしたとき，支点からの距離をどうすればつり合うかを考えている。
	重さの違うものをカップに置いて，重いほうのカップを少しずつ動かして，傾きが逆になる点があることに気づかせる。

	
	第２次
	思　てこのはたらきや規則性を見いだすことができる。（行動観察・発言・記録分析）
	てこのはたらきや規則性について，実験用てこの支点からの距離と，つるすおもりの数に着目してつり合うときの条件を予想しながら実験し，自分や友だちの実験結果から，てこがつり合うときの条件を考えている。


	てこのはたらきや規則性について，実験用てこの支点からの距離と，つるすおもりの数に着目して実験し，てこがつり合うときの条件を考えている。
	つり合ったときの左右のうでのおもりの数と支点からの距離を抽出して，法則性がないかどうかを考えさせる。

	
	おもりの重さがちがうときのつり合い
（２時間）


	
	
	
	

	
	
	技　てこのはたらきや規則性を調べて記録し，まとめることができる。（発言・記録分析）
	実験用てこを使って，てこのはたらきや規則性を詳しく調べて記録し，おもりの重さや支点からの距離とつり合いとの関係をわかりやすくまとめている。
	実験用てこを使って，てこのはたらきや規則性を調べて記録し，おもりの重さや支点からの距離とつり合いとの関係をまとめている。
	「調べ方の例」を参考に，左のうでのおもりの数と支点からの距離を固定し，右側の距離を固定したらおもりを１個ずつ増やしていき，いろいろな条件を一気に変えないように根気よく実験させる。

	
	第３次
	関　てこのはたらきを適用して，棒を使った活動をしたり，身の回りの道具を見直したりしようとしている。（行動観察・発言）
	てこのはたらきを適用して，棒と砂袋を使った活動をしようとしたり，身の回りの道具を探して，てこのはたらきがどのように利用されているかを調べようとしたりしている。
	てこのはたらきを適用して，棒と砂袋を使った活動をしようとしたり，身の回りの道具を探して，てこのはたらきがどのように利用されているかを調べようとしたりしている。
	手では持ち上げるのは難しい重さの砂袋を，てこでは簡単にもちあげられることを演示したり，くぎ抜きなど道具を使うと簡単に作業できることを試させたりして，意欲をもたせる。

	
	てこの利用

（１時間）
	知　力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾けるはたらきが変わり，てこがつり合うときにはそれらの間に一定のきまりがあることがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	力の大きさはおもりの重さで表すことができ，力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾けるはたらき（力（重さ）×距離）が変わって大きい方に傾き，つり合うときには傾けるはたらきが左右のうでで等しいということを理解している。また，棒や道具などをてことして使ったときの支点・力点・作用点を理解している。


	力の大きさはおもりの重さで表すことができ，力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾けるはたらき（力（重さ）×距離）が変わり，つり合うときには傾けるはたらきが左右のうでで等しいということを理解している。また，棒をてことして使ったときの支点・力点・作用点を理解している。
	棒と砂袋を使った活動で，砂袋の位置や棒をもつ手の位置を変えたりして，体感させる。このときに，支点・力点・作用点の用語もあわせて説明する。


６６　流れる水のはたらき：８時間＋まとめ１時間＋ゆとり１時間
単元の目標

　川や地面を流れる水のようすを観察して，流れる水には土や石などを削ったり流したり積もらせたりするはたらきがあり，大雨などで水の速さや量が増えると，災害が起こることがあることをとらえることができるようにする。

	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	単元導入

流れる水のはたらき（１時間）


	関　川のようすに興味をもち，川の流れや川原，川岸などを調べようとする。
	大雨とその前後の川の写真を比較して，川の流れや水の量の変化，川原や川岸のようすなどの違いや変化について，進んで調べようとしている。
	大雨とその前後の川の写真を見て，川の流れや水の量の変化，川原や川岸のようすなどを調べようとしている。
	大雨の前と後の写真を中心に比較させて，変わっているところがいくつあるか挙げさせて，その原因が何かを考えさせていく。

	
	第１次

地面を流れる水

（３時間）


	思　流れる水にはどのようなはたらきがあるか，予想することができる。
	大雨とその前後の川のようすや雨水が地面を流れるようすから，雨水の流れたあとに，砂が削られているところとたまっているところができているのは，流れる水のはたらきによっていて，そのはたらきの大きさは流れの激しさで変わると考えている。


	雨水の流れたあとに，砂が削られているところとたまっているところができているのは，流れる水のはたらきによると考えている。
	雨水の流れなかった場所と，流れた場所を比較して観察させて，削られたあとなどがあることを見つけることができるようにする。

	
	
	思　流れる水は，地面を削り取ったり，土を流したり積もらせたりするはたらきがあると見いだすことができる。
	流れる水は，地面を削り取ったり，土を流したり積もらせたりするはたらきがあり，真っすぐなところと曲がっているところ，流れが速いところと緩やかなところ，水の量などで，そのはたらきが変わると考えている。


	流れる水は，地面を削り取ったり土を流したりして，流れがゆるやかなところに積もらせるはたらきがあると考えている。
	人工の流れを作って水を流し，流れが曲がり始めたところや一番下流のところをビデオ撮影し，削られているようすや砂がたまっていくようすに気づかせる。

	
	
	技　水の流れを作って，流れる水のはたらきと地面の変化を調べ，記録することができる。
	土で山を作って，上から水を流し，流れる水のようすや土の削られ方，積もり方，たまり方を，水の量や道筋を変えるなどして詳しく調べ，水の流れと地面の変化をわかりやすく記録している。


	土で山を作って，上から水を流し，流れる水のようすや土の削られ方，積もり方，たまり方を調べ，記録している。
	「わたしのくふう」を参考に，流れが曲がっているところに旗を立て，チョークの粉などを流すなどして，削られ方や流れの速さなどをわかりやすくして，それを記録させる。

	
	第２次
川の流れとそのはたらき　（３時間）
	思　川の流れは，川岸や川原の土地のようすを変化させるはたらきがあると考えることができる。
	川の観察や試料などから，川の流れが地面を削ったり，石や土などを削ったり運んだりするので，川原や川岸のようすが変化し，川は長い年月をかけていろいろな地形をつくると考えている。
	川原や川岸のようすは，川の流れによって変化し，川はいろいろな地形をつくると考えている。
	川原の石のようすや，崖の削られているところを見るように示して，実験と比較して，川の地形のでき方を考えさせる。

	
	
	技　川での観察の準備をして，近くの川のようすを調べ，記録することができる。
	川での観察の計画を立てて，安全に気をつけて，近くの川の水の流れや川原，川岸のようす，石の形や大きさを詳しく観察し，川の流れと地形などをわかりやすく記録している。


	川での観察の準備をして，安全に気をつけて，近くの川の水の流れや川原，川岸のようす，石の形や大きさを観察し，記録している。
	川原の石のようすや，崖の削られているところなど流水実験でポイントとなったところと比較して観察・記録させる。

	
	
	知　流れる水には，土地を削ったり，石や土などを流したり積もらせたりするはたらきがあることがわかる。
	流れる水には，土地を削ったり，石や土などを流したり積もらせたりするはたらきがあり，そのはたらきの大きさは水の量や速さによって変わることを理解している。
	流れる水には，土地を削ったり，石や土などを流したり積もらせたりするはたらきがあることを理解している。
	流水実験と実地観察，教科書などの資料写真を総合して，水が流れることによってどのようなことが起こるかを思い出して，はたらきを理解させる。

	
	第３次
	技　流れる水のはたらきと災害との関係を調べることができる。
	資料などを用いて，大雨で川が増水したときに起こる災害とそれを防ぐくふうを，流れる水のはたらきと関係づけて調べている。
	資料などを用いて，大雨で川が増水したときに起こる災害とそれを防ぐくふうについて調べている。
	過去の大雨による災害の新聞記事などを準備しておき，流れる水の力の大きさを実感させてから，調べさせる。

	
	川と私たちのくらし

（１時間）


	知　大雨が降って水の量が多くなり，流れが速くなると，地面のようすが大きく変化したり，災害が起こったりすることがわかる。
	台風などで降った大雨が川に流れ込み，水の量が多くなり，流れが速くなると，流れる水のはたらきが大きくなるので，川から水があふれたり堤防が破れたりして災害が起こることがあると理解している。
	台風などで降った大雨が川に流れ込み，水の量が多くなり，流れが速くなると，流れる水のはたらきが大きくなり，災害が起こることがあると理解している。
	流水実験を再度行い，水の量を倍増させることで，地面に作った流れの道筋や地面の形状が変わるようすを観察させる。


７　もののとけ方：１２時間＋まとめ１時間＋ゆとり１時間
単元の目標

ものを水に溶かし，その変化を水の温度や量などの条件に目を向けながら調べたり，ものを水に溶かしたときの全体の重さを調べたりする活動を通して，ものが水に溶けるときの規則性についての見方や考え方をもつようにするとともに，ものが水に溶ける

現象の規則性を興味・関心をもって計画的に追究する能力を育てる。

	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	単元導入

もののとけ方（２時間）
	関　ものが水に溶けるようすに興味をもち，ものを水に溶かし，ものの溶け方の規則性を調べようとする。（行動観察）
	ものが水にとけるようすに興味をもち，食塩などを水に溶かしたときの溶け方や溶けたもののゆくえなどの不思議を進んで調べようとしている。
	ものが水にとけるようすに興味をもち，食塩などを水に溶かしたときの不思議を調べようとしている。
	食塩を水に溶かしてみて，水に溶けると透き通って見えなくなることや，溶け残りができることに気づかせるようにし，食塩を水に溶かしたときの不思議を調べようとする意欲を持たせる。

	
	
	思　ものの溶け方や溶けたもののゆくえ，溶ける限度などを予想することができる。（行動観察・発言・記録分析）
	水に溶けた食塩などのゆくえや水に溶けたあとの水溶液の重さ，溶ける量，溶かすものによる違いなどを，互いに関係づけてどのようになるかを考えている。


	水に溶けた食塩などのゆくえや，食塩などが水に溶けたあとの水溶液の重さや溶ける量がどうなるかを考えている。
	食塩を水に溶かしたときのようすを観察しながら，ゆくえや重さなどを考えさせる問いかけを行い，不思議をカードに書かせて，それを解決する見通しをもたせる。

	
	第１次

もののとけ方（２時間）
	技　電子てんびんを使うなどして，水溶液の重さを調べ，記録することができる。（行動観察・記録分析）


	電子てんびんを正しく使うなどして，食塩を水に溶かす前と後の重さを素早く調べ，わかりやすく記録している。
	電子てんびんを正しく使うなどして，食塩を水に溶かす前と後の重さを調べ，記録している。
	電子てんびんなどの使い方を説明して，自分で操作できるように練習させてから，落ち着いて実験できるようにする。

	
	
	知　ものが水に溶けても，水とものとを合わせた重さは変わらないことがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	ものが水に溶けると水全体にものが広がって透き通るが，水の中に存在しているので水とものとを合わせた重さは溶かす前後で変わらないことを理解している。
	ものが水に溶けると水全体にものが広がって透き通ることや，水とものとを合わせた重さは溶かす前後で変わらないことを理解している。
	食塩の重さが残っていることから，水溶液中に存在していることを説明する。また，コーヒーシュガーを溶かして色が均一に広がることで水溶液中に存在することを見せる。

	
	第２次
	技　メスシリンダーを使うなどして，水の量を変えてものが溶ける量を調べ，記録することができる。（行動観察・記録分析）


	メスシリンダーを正しく使うなどして，水の量を変えて食塩などが溶ける量が変わるかを詳しく調べ，わかりやすく記録している。
	メスシリンダーを正しく使うなどして，水の量を変えて食塩などが溶ける量が変わるかを調べ，記録している。
	メスシリンダーの使い方やスプーンを使ったすりきり１杯をきっちり理解し，決められた水の量にさじ何杯分を入れたら溶け残りが出たかを調べさせる。

	
	もののとけ方（２時間）
	技　水の温度を変えてものの溶け方の規則性を調べて記録し，まとめることができる。（行動観察・記録分析）
	水の量は変えずに安全に気をつけて水をあたためて，温度によって食塩などが溶ける量が変わるかをていねいに調べて記録し，グラフなどにわかりやすくまとめている。


	水の量は変えずに安全に気をつけて水をあたためて，温度によって食塩などが溶ける量が変わるかを調べて記録し，溶ける量の変化をまとめている。
	一定量の水をビーカーに入れ，水の温度ごとに，さじで何杯分まで溶けたかを一緒に見届け，記録させた上で，温度と溶けた量の関係をまとめる。

	
	
	思　ものが水に溶ける量を，水の温度や水の量と関係づけて考えることができる。（行動観察・発言・記録分析）
	ミョウバンは水の量や温度によって水に溶ける量が変わるが，食塩は水の量によって水に溶ける量が変わるが，水の温度によっては（ほぼ）変わらなず，ものによって水の温度や量に対して溶ける量が違うと考えている。


	ミョウバンは水の量や温度によって水に溶ける量が変わるが，食塩は水の量によって水に溶ける量が変わるが，水の温度によっては（ほぼ）変わらないと考えている。
	温度と溶けた量の関係をまとめたり，グラフ化したりして，温度による溶けた量の変化を読み取らせる。

	
	
	知　ものが水に溶ける量は，水の量や温度，溶けるものによって違うことがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	ミョウバンは水の量や温度によって水に溶ける量が変わり，食塩は水の量では変わるが，水の温度では（ほぼ）変わらず，ものによって水の量に対して溶ける量や温度による溶ける量の変化が違うと理解している。
	ミョウバンや食塩が水に溶ける量は，水の量や温度によって決まっていて，ミョウバンと食塩で溶ける量の変化が違うことを理解している。
	ミョウバンは温度が上がるとよく溶けるが，食塩は温度が上がっても溶ける量が変わらないことなどを記録から確認する。

	
	第３次
	技④ろ過をするなどして，水溶液から溶けているものを取り出すことができる。（行動観察）
	自分なりの計画を立てて，ろ過を正しくするなどして，水溶液から溶けているものを取り出している。
	ろ過を正しくするなどして，水溶液から溶けているものを取り出している。
	友だちの操作を見させたり，ろ過のしかたを練習させたりして，確実に実験を進めることができるようにする。

	
	とかしたものを取り出すには（３時間）
	技⑤水溶液を冷やして，ミョウバンの飾りを作ることができる。（行動観察・作品分析）
	学習したことを生かした計画を立てて，水溶液を冷やして，ミョウバンの飾りをよりよく作っている。
	水溶液を冷やして，ミョウバンの飾りを作っている。
	ミョウバンの水溶液を冷やして作っておいた飾りを見せて，意欲を引き出し，教科書の手順に従って作らせる。

	
	
	知　水溶液の性質を利用して，水に溶けているものを取り出すことができることがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	水の温度や量によって，ものが水に溶ける量が違うという性質を利用して，ミョウバンや食塩を水溶液から取り出すことができると理解している。
	水の温度や量によって，ものが水に溶ける量が違うという性質を利用して，ミョウバンや食塩を水溶液から取り出すことができると理解している。


	ミョウバンや食塩をたくさん溶かすにはどうすればよいかを思い出させて，その逆の操作をすることで溶けたものを取り出せることに気づかせる。


８　おもりが動くとき（おもりをふったとき）：９時間＋ゆとり１時間
　単元の目標

おもりを振ったときの運動に興味をもち，ふりこのおもりの重さや糸の長さ，振れ幅などを変えて調べ，ふりこは糸の長さによって１往復する時間が変わることをとらえるとともに，ものの運動にかかわる条件を制御しながら規則性を追究する能力を育てる。

	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	単元導入

課題選択（２時間）


	関　おもりの動きに興味をもち，ふりこか衝突かを選んで学習しようとする。（行動観察）
	ふりこをふってみたり，おもりをものに衝突させたりして試してみて，ふりこを選択して，ふりこの動きや往復する時間などについて進んで調べようとしている。
	ふりこをふってみたり，おもりをものに衝突させたりして試してみて，ふりこを選択して，ふりこの運動について調べようとしている。
	友だちといっしょにウサギとカメをはったおもりを糸につるしてウサギを早く振らせたり，木切れにビー球をぶつけて遠くに飛ばしたりする。これらの試行活動の中から興味をもたせて選択させる。

	
	第１次
	関　ふりこの振れ方に興味をもち，ふりこの運動の規則性を調べようとする。（行動観察）
	ふりこの振れ方に興味をもち，おもりの重さやふりこの長さ，振れ幅をいろいろ変えてふりこの規則性を意欲的に調べようとしている。
	ふりこの振れ方に興味をもち，おもりの重さやふりこの長さ，振れ幅を変えてふりこの規則性を調べようとしている。
	おもりの重さやふりこの長さ，振れ幅を変えた振り子を２つ用意して振ってみて，振れ方の違いを見せて興味をもたせる。

	
	おもりをふったとき

（５時間）
	思　ふりこが１往復する時間が変わる条件を予想する事ができる。（行動観察・発言・記録分析）
	ふりこが１往復する時間が長くなったり短くなったり変わらなかったりする要因は何かを考えている。
	ふりこが１往復する時間が何によって変わるかを考えている。
	おもりの重さが違うふりこ，糸の長さが違うふりこ，振れ幅の違うふりこを振ってその違いに気づかせ，振れ方が違う原因を考えることができるようにする。

	
	
	技　ふりこの運動の規則性を計画的に調べ，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	おもりの重さやふりこの長さ，振れ幅を変えて，ふりこが１往復する時間が長くなったり短くなったり変わらなかったりする条件を計画的に詳しく調べ，わかりやすく記録している。
	おもりの重さやふりこの長さ，振れ幅を変えて，ふりこが１往復する時間が変化する条件を計画的に調べ，記録している。
	変える条件と変えない条件を確認して，実験装置を正しく組み立て，操作できるか，グループでそれぞれの役割分担ができているかなどを支援する。平均値から大きく外れた記録はやり直すことを知らせる。

	
	
	思　ふりこの運動の変化とその要因を関係づけて考えることができる。（行動観察・記録分析）
	ふりこの１往復する時間は，おもりの重さや振れ幅では変わらないが，ふりこが長く（短く）なると１往復する時間も長く（短く）なると考えている。
	ふりこの１往復する時間は，おもりの重さや振れ幅では変わらないが，ふりこの長さによって変わると考えている。
	自分や友だちのグループの記録を確認するとともに，実験をもう一度行い，その結果を考えることができるように支援する。

	
	
	知　ふりこが１往復する時間は，おもりの重さや振れ幅に関係なく，糸の長さによって変わることがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	ふりこが１往復する時間は，おもりの重さや振れ幅に関係なく，ふりこが長く（短く）なると１往復する時間も長く（短く）なることを理解している。
	ふりこが１往復する時間は，おもりの重さや振れ幅に関係なく，ふりこの長さによって変わることを理解している。
	ふりこの振れ方に気づかせ，ふりこが１往復する時間はふりこの長さによって変わることを理解させる。場合によっては実験を再現する。

	
	第２次

学習の交流をしよう

（２時間）
	関　ものの運動の規則性を適用したものづくりをしたり，その規則性を利用したものを探したりしようとしている。（行動観察・作品分析）
	ふりこの規則性を適用したおもちゃをくふうして作ったり，身の回りでふりこを利用したものがあるかを進んで探したりしようとしている。
	ふりこの規則性を適用したおもちゃを作ったり，身の回りでふりこを利用したものがあるかを探したりしようとしている。
	ふりこの運動の規則性を使ったおもちゃの実物を提示したり，教科書のおもちゃを見せたりする。

	
	
	技　実験結果をまとめて，ふりこの規則性について発表することができる。（行動観察・発言・記録分析）
	ふりこについてわかったことを，要点をまとめて，わかりやすく発表している。
	ふりこについてわかったことをまとめて，発表している。
	実験記録を見直したり，友だちの意見を聞いたりして，ふりこの何を調べたか，何がわかったかなど，ポイントとなる部分を抜き出してまとめて発表できるようにする。


８　おもりが動くとき（おもりを当てたとき）：９時間＋ゆとり１時間
　単元の目標

おもりを当てたときの運動に興味をもち，おもりの重さや速さを変えて調べ，おもりが衝突したときのものの運動の規則性をとらえるとともに，ものの運動にかかわる条件を制御しながら規則性を追究する能力を育てる。
	月
	観点別達成目標（評価規準）と評価手法
	Ａ基準
	Ｂ基準
	Ｂ基準に達していない場合の手立て

	
	単元導入

課題選択（２時間）


	関　おもりの動きに興味をもち，ふりこか衝突かを選んで学習しようとする。（行動観察）
	ふりこをふってみたり，おもりをものに衝突させたりして試してみて，ふりこを選択して，ふりこの動きや往復する時間などについて進んで調べようとしている。
	ふりこをふってみたり，おもりをものに衝突させたりして試してみて，ふりこを選択して，ふりこの運動について調べようとしている。
	友だちといっしょにウサギとカメをはったおもりを糸につるしてウサギを早く振らせたり，木切れにビー球をぶつけて遠くに飛ばしたりする。これらの試行活動の中から興味をもたせて選択させる。

	
	第１次
	関　おもりの衝突に興味をもち，おもりを当てたときのものの運動の規則性を調べようとする。（行動観察）
	おもりの衝突に興味をもち，おもりの重さや速さをいろいろ変えてものの運動の規則性を意欲的に調べようとしている。
	おもりの衝突に興味をもち，当てるおもりの重さや速さを変えてものの運動の規則性を調べようとしている。
	重さの違うおもりを２個用意してものにぶつけたり，おもりを転がす高さ（速さ）を変えてものにぶつけたりして，移動距離の違いを見せて興味をもたせる。

	
	おもりを当てたとき

（５時間）
	思　おもりがものを遠くまで動かせる条件を予想する事ができる。（行動観察・発言・記録分析）
	おもりがものを遠くまで動かしたりあまり動かさなかったりする要因は何かを考えている。
	おもりがものを遠くまで動かすにはどうすればよいか考えている。
	重さの違うおもりを２個用意してものにぶつけたり，おもりを転がす高さ（速さ）を変えてものにぶつけたりしたときの違いに気づかせ，違う原因を考えることができるようにする。

	
	
	技　おもりを当てたときのもの運動の規則性を計画的に調べ，記録することができる。（行動観察・記録分析）
	当てるおもりの重さや速さを変えて，おもりがものを遠くまで動かしたりあまり動かさなかったりする条件を計画的に詳しく調べ，わかりやすく記録している。
	当てるおもりの重さや速さを変えて，おもりがものを遠くまで動かす条件を計画的に調べ，記録している。
	変える条件と変えない条件を確認して，実験装置を正しく組み立て，操作できるか，グループでそれぞれの役割分担ができているかなどを支援する。平均値から大きく外れた記録はやり直すことを知らせる。

	
	
	思　おもりを当てたときのものの運動の変化とその要因を関係づけて考えることができる。（行動観察・記録分析）
	おもりをものに当てたときにものが動く距離は，おもりの重さが重く（軽く）なると大きく（小さく）なると考えている。また，おもりの速さが速く（遅く）なると大きく（小さく）なると考えている。
	おもりをものに当てたときにものが動く距離は，おもりの重さや速さによって変わると考えている。
	自分や友だちのグループの記録を確認するとともに，実験をもう一度行い，その結果を考えることができるように支援する。

	
	
	知　おもりが衝突したものを動かすはたらきは，おもりの重さや動く速さによって変わることがわかる。（記録分析・ペーパーテスト）
	当てたおもりがものを動かす距離は，おもりの重さが重く（軽く）なると大きく（小さく）なることや，おもりの速さが速く（遅く）なると大きく（小さく）なることを理解している。
	当てたおもりがものを動かす距離は，当てたおもりの重さや速さによって変わることを理解している。
	ものが動く距離の違いに気づかせ，ものが動く距離はおもりの重さや速さによって変わることを理解させる。場合によっては実験を再現する。

	
	第２次

学習の交流をしよう

（２時間）
	関　ものの運動の規則性を適用したものづくりをしたり，その規則性を利用したものを探したりしようとしている。（行動観察・作品分析）
	衝突したときのものの運動の規則性を適用したおもちゃをくふうして作ったり，身の回りで衝突の規則性を利用したものがあるかを進んで探したりしようとしている。
	衝突したときのものの運動の規則性を適用したおもちゃを作ったり，身の回りで衝突の規則性を利用したものがあるかを探したりしようとしている。
	衝突の規則性を使ったおもちゃの実物を提示したり，教科書のおもちゃを見せたりする。

	
	
	技　実験結果をまとめて，おもりを当てたときのものの運動の規則性について発表することができる。（行動観察・発言・記録分析）
	衝突についてわかったことを，要点をまとめて，わかりやすく発表している。
	衝突についてわかったことをまとめて，発表している。
	実験記録を見直したり，友だちの意見を聞いたりして，衝突の何を調べたか，何がわかったかなど，ポイントとなる部分を抜き出してまとめて発表できるようにする。

















